
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～「月根尾」とは、学校のある地域の古名「突根尾原」に由来する地名です～ 

 

 新型コロナウイルス感染症対策として役立てて

ほしいと、鵬雲会（卒業生会）様から５０万円を、

第１８期卒業生の金築英明様からマスク２０００

枚を寄付していただきました。 

鵬雲会の小野会長からは、「２月から新型コロナ

ウイルス感染症が広がり、高校でも休みが続いたり

部活動の大会がなくなったりして、生徒の皆さんも

先生方も複雑な思いがあったと思う。鵬雲会役員会

で協議し、ささやかではあるが助成をさせてもらう

ので、今後に備えて有効に利用してもらいたい。」

というお言葉をいただきました。 

また、金築様からは、母校に対する熱い想いから

寄贈していただきました。大切に使わせていただき

ます。 

 今年度は、新型コロナウイルスによる感染症リ

スクを考え、町内連携中学校以外の県内の中学３

年生を対象に行いました。たくさんの生徒や保護

者の皆さんに参加していただき、ありがとうござ

いました。内容を縮小し、教室を分けて学校紹介

を行った後、校舎・部活動・寮の見学をしていただ

きました。 

例年と変わらないのは、生徒主体のオープンハ

イスクールであること。学校紹介や見学も、生徒

が自分達の感じていることを自分たちの言葉で伝

えていました。参加した皆さんからは、「とても伝

わりやすくて良かった」と好評でした。 

新型コロナウイルス感染症対策が長引く中で、鵬雲会様や金築様より厚いご支援を頂きましたことに

深くお礼申し上げます。頂きましたご寄付は、感染症拡大の第二波への備えとして、マスクの配付や消毒

液の購入、遠隔授業のための機器購入などに使わせていただきたいと考えます。飯南高校の教育活動継続

のために、温かく多大なご支援をいただき大変ありがとうございました。    校長 高橋 尚彦 

生徒が自分の役割に責任を持ち積極的に行動し

ている姿や、部活動に熱心に取り組んでいる姿を

間近で見てもらい、「生徒同士の仲が良く、温かい

雰囲気の学校でいいなと感じた」「参加する前より

もっといい印象を持つことができた」という嬉し

い感想もありました。 

飯南高校らしい魅力を感じ、進路決定の参考に

していただけたらと思います。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 この見学は、地元の企業を視察することにより、

生徒の将来の生き方と進路の適切な選択決定に役

立てることを目的として毎年実施しています。今年

は、町内４社を訪問しました。 

 生徒からは、「どの企業も課題が明確で、それを

どう変えていくか考えながら働いておられること

が分かった。自分も目標を持って生活していきたい

と思った」「自分がどのような職に向いているか再

確認することができた。自分が見ている世界はまだ

まだ小さく、おもしろいことがたくさん広がってい

ると感じた。今のうちに調べられることを調べ、知

っておきたいと思った」「自分が知っている以上に 

たくさんの職種があると考えたら、自分の将来をも

う一度考え直してみてもいいかなと感じた」「皆さ

んが誇りを持って働いておられることがわかった。

自分も誇りを持って働ける仕事を探していきたい

と思った」「自分が希望している職種とは違うが、

仕事に対する思いや考え方をこれからの自分の生

き方に繋げていけると感じた」などの感想がありま

した。様々な刺激を受け、今後の進路選択について

考える貴重な時間となりました。 

新型コロナウイルス感染症対策をしながら、生徒

のために快く受け入れてくださった企業の皆様、あ

りがとうございました。 

令和２年度島根県高等学校夏季野球大会 

【中部地区２回戦】 

飯南 ７－８ 大東（延長１１回） 

４回から代わった相手投手を打ち崩せ

ず、苦しい展開になりましたが、９回に追い

つき、延長戦に突入しました。タイブレーク

方式による延長戦では、得点に繋がるプレ

ーが続きましたが、１１回裏に逆転され、惜

敗しました。 

キャプテンの飛田くんは、「高校に入ってから、タ

イブレーク方式で試合をしたのは初めて。延長戦に

入ってから、チーム全員で得点を重ねることができ

た。最後、逆転された時は、何が起こったかわからな

かった」と試合を振り返りました。「勝ちたかったと

いう気持ちは大きかったが、“いい試合をありがと

う”と言ってもらい、応援してくださった方や地域の

方には感謝の気持ちしかありません」とも話してい

ました。たくさんの方から応援してもらい、支えてい

ただき、本当にありがとうございました！ 

３年生は、「悔いが残らないように、試合に向けて

全力で練習に取り組んだ。試合当日は、自分の好きな

剣道で試合をやり切ることができた」と試合を振り

返りました。「普段の練習も、中学の時とは一味違っ

た大会の雰囲気も、仲間と一緒だったから楽しめ、と

ても充実した３年間だった。」と話しており、高校で

の部活動は有意義な時間となったことが伺えまし

た。 

島根県高等学校夏季体育大会 剣道競技の部 

【男子団体】１回戦  飯南 ０－２ 平田 

【女子団体】１回戦  飯南 不戦勝 益田東 

      ２回戦  飯南 ０－４ 松江農林 

【男子個人】１・２回戦で敗退 

【女子個人】１・２回戦で敗退 

 

やまめ釣りを堪能！ 

県外の２年生３名と、３年生４名が谷地区の程原

やまめ釣り堀でやまめを釣り、串に刺して味付けを

するまでの一連の作業を体験しました。初めての生

徒も積極的にやまめに触れて調理をしていました。

その他にも、まきまきパン作りをするなど、飯南町

の自然を感じる良い体験になったようです。 

来島保育所で保育体験！ 

保育士を目指している３年生が来島保育所を訪問

しました。生徒達が考えた「なんでもバスケットゲ

ーム」や「貨物列車ジャンケンゲーム」を行うと、子

ども達はとても楽しんでくれました。絵本の読み聞

かせでは、はきはきとした聞こえやすい声で読むこ

とができたので、小さな子も夢中になっていました。 

最後は保育士さんに、保育士として大切にしてい

ることや大変なことなどを質問する時間もあり、と

ても有意義な体験となりました。 

島根県高等学校夏季体育大会バレーボール競技 

出雲地区女子 

【予選グループ戦】 

 飯南 ２－１ 出雲 

 飯南 ０－２ 大社 

【順位決定リーグ戦】 

 飯南 ２－０ 出雲西 

 飯南 ０－２ 大東 

結果は、出雲地区 

第５位でした！ 

 

３年生は２人と少なく、２年生の時は他校との合

同チームで出場するなど、様々な経験を経てこの代

替大会に臨みました。キャプテンの岡さんは、「少人

数ゆえの大変さや、キャプテンになって思うように

まとめきれない難しさも感じた。」と話してくれまし

た。しかし、最後のこの大会で「接戦した試合が続

き、勝てた試合もあった。」と言いながらも、「最後の

競った試合が一番楽しかった」とも話しており、勝つ

バレーを目指してやってきたことや、バレーが好き

だという気持ちがとても伝わってきました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 学校だより月根尾８月号 令和２年８月１８日発行   島根県立飯南高校 h t t p ｓ : / / i i n a n . e d . j p 

 

９月１５日（火）中山間地域研究センター実習 

（２年生 ～１６日） 

１８日（金）試験発表 

２３日（水）火曜日の時間割 

         生徒会役員選挙 

２９日（火）中間試験（～１０／３） 

１０月 １日（木）振替休業日（１０／３） 

    ３日（土）出校日  試験最終日 
 

 ※年度当初の予定から変更になっています。 

７月２９日に予定していた環境整備活動は雨天で延

期となり、３１日に行いました。当日はたくさんの保護

者の皆様に参加いただき、普段はなかなか行き届かな

いグラウンドやハンドボールコート周り、斜面の草刈

りをしてもらいました。短時間でとてもきれいになり

ました。延期日に都合がつかないからと、別の日に草刈

りをしてくださった保護者の方もおられました。暑い

中ご協力いただき、ありがとうございました。 

吹奏楽部演奏会を行いました 

新型コロナウイルス感染症対策として、吹奏楽部保

護者の皆さん、教職員、生徒に限って招待し、席の間隔

を空けて演奏を聴いていただきました。アンコールも

していただき、ありがとうございました！ 

３年生は、久しぶりの演奏会で「とにかく楽しみなが

ら演奏をすることができた」と話していました。吹奏楽

コンクールの高等学校小編成の部で、初の中国大会６

年連続出場を目指していた吹奏楽部でしたが、今年度

は新型コロナウイルス感染症対策でコンクールが開催

されませんでした。３年生は、「後輩には新記録目指し

て頑張ってほしい」とエールを送っていました。 

雲南サマーハーモニックコンサート 

飯南高校はⅢ部に出場し、３曲を演奏しました。特別

ゲストである作編曲家の鈴木英史氏の講評では、飯南

らしいきれいなサウンドであったことやソロの技術が

高いことを評価していただきました。 

 

●規模を縮小し２日間の日程で行います。 

●外部には保護者家族の皆様のみにご案内することとし、密な状態を避けるために一家族二名までの来校とさせて

いただきます。 

●来校の際はマスクの着用をお願いいたします。また、来校される全ての方に連絡先等の記入表の提出と、検温を

させていただきます。発熱等風邪のような症状がみられる場合には、来校をお控えください。 

新型コロナウイルスの影響で、様々な行事がなくなっている中、ウイルスに

負けずに、限られた制約の中でも新しいものをみんなで創りたい、そして、

その中でも最高の思い出になるものを創り上げたいと思っています。今しか

できないことをみんなで創る鵬雲祭にします。（生徒会執行部） 


